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マックスグループ人権方針 

 

 マックスグループ（以下、「マックス」といいます。）は、「人」が尊重され、「人」が成長することにより、会社も成

長すると考えており、「人間尊重」は創業以来の基本精神です。会社の持続的成長に欠かせない資本である

「人」が生まれながらにして持つ人類普遍的な権利、すなわち人権をおびやかすことがあってはならないと認識

し、ここにマックスグループ人権方針を制定します。 

 

基本的な考え方 

マックスは、私たち自身の事業活動が潜在的に、または実際に人権への影響を及ぼす可能性があることを

理解しています。その理解を踏まえマックスは、事業活動に関わる全ての人々の人権を侵害しないよう最大限

に配慮します。そしてマックスは、「世界人権宣言」を含む国際連合の国際人権章典や、「ビジネスと人権に関

する指導原則」など、国際的に認められた人権に関する国際規範を学び続け、人権に関する諸問題に取り組ん

でいきます。 

本方針は、マックスが人権を尊重し、事業活動を行う国や地域の現地法の遵守を徹底すべく、定めています。

万が一、当該国の法規制と国際的な人権規範が異なる場合は、より高い基準に従い、相反する場合には、国

際的に認められた人権を最大限尊重する方法を追求します。 

 

適用範囲 

本方針は、マックスの全ての役員と従業員に適用します。 

また、マックスのサプライヤー、ビジネスパートナー、取引先、その他全ての関係者に対しても、本方針のご理

解と遵守を期待します。 

 

 

人権デューデリジェンス 

マックスは、人権尊重の責任を果たすため、人権への負の影響の特定、予防及び軽減を図るべく活動を進

めます。 

 

是正・救済 

マックスの事業活動により、人権に対する負の影響を引き起こした、あるいは助長または加担したことが明ら

かになった場合は、適切な手段をもってその是正に取り組みます。また、相談窓口の拡充を進め、実効性のあ

る救済メカニズムの整備を進めていきます。  

 

人権尊重のための教育と対話 

マックスは、本方針が社内外に浸透するよう、マックスの全ての役員と従業員に適切な教育及び能力開発を

行うとともに、社外のステークホルダーとの対話や協議を行います。 

 

情報開示 

マックスは、本方針の遵守状況を継続的にモニタリングし、必要に応じて改善します。マックスウェブサイト等

において、人権尊重の取組みに関する情報を、適切に開示します。 
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人権の尊重に関する具体的な課題に対する考え方 

差別の禁止及び多様性の尊重 

マックスは、多様な個性を尊重し、国籍、人種、民族、性別、宗教、年齢、学歴、思想、信条、社会的身分、疾

病、障がい、身体的特徴、社会的弱者、性的指向・性自認、配偶者や子の有無などのいかなる事由によっても

不当な差別を認めません。 

採用活動においては、応募者の人権を尊重・保護し、適性と能力を基準とした公正な選考を行います。また、

外国籍従業員に対し、外国人であることを理由に人権を侵害するような不当な扱いはいたしません。 

また、マックスは、従業員一人ひとりが主役となり、自己の成長のために働くことを推奨しており、成長のため

には、多様な人々と個性を尊重し合い、互いに切磋琢磨することが必要と考えております。 

 

ハラスメントの禁止 

マックスは、セクシュアルハラスメント、パワーハラスメント、マタニティーハラスメント、同調圧力等あらゆる

形態のハラスメントや、個人の尊厳を傷つける行為を認めません。  

目指す人材像の１つとして、「人を信頼し、人から信頼され、そして信頼に応える人」を掲げ評価要素の１つに

するなど、創業以来の基本精神である「人間尊重」が実現できるよう、努めております。 

 

 

強制労働・児童労働の禁止 

マックスは、強制労働や児童労働などの不当な労働慣行を認めません。 

 

働きがいある職場環境の提供 

マックスは、経営基本姿勢に掲げる「いきいきと楽しく」従業員が働けるよう、労働法をはじめとする法令を

遵守し、労働時間の適正な管理や最低賃金の確保、安全かつ衛生的な職場環境の提供を行います。 

 

結社の自由・団体交渉権の尊重 

マックスは、従業員の基本的な権利である結社の自由、団体交渉権及び団体行動権を尊重します。 

 

 

 


